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EPMA/元素分析 

試料情報 ASAHIスーパードライ 生ジョッキ缶 

 

装 置 名 電子線マイクロアナライザー（EPMA-1610） 

測定条件 加速電圧：10kV、観察倍率：5000倍、蒸着：Au 

備  考  

測定結果 

 話題のスーパードライ生ジョッキ缶。細かい発泡の秘密が内面のコーティングにあると

のことで、観察で従来のコーティングと比較してみました。 

〇切断後の様子 

 
スーパードライ生ジョッキ缶／通常のスーパードライ缶 

 

〇マイクロスコープによる拡大観察 

  

スーパードライ生ジョッキ缶 通常のスーパードライ缶 

まだら模様のように見えるもののコーティングが透明なため明確な形状はわかりません 

（縦のスジはアルミの表面） 

生ジョッキ缶の方が若干曇っ

たように光沢が少ないようで

す 



 

〇ＳＥＭ観察（1000倍） 

  

スーパードライ生ジョッキ缶 通常のスーパードライ缶 

  

〇拡大観察（5000倍） 

 

生ジョッキ缶の内壁コーティングには小さな穴（0.5 ㎛~4 ㎛：平均 2 ㎛）［ 1㎛＝0.001mm ］

が多数認められました  

                                髪の毛との比較 
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